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1
橘
小
の
危
険
校
舎
－

八
月
末
を
メ
ド
に
改
築
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
，
属
建
物
も
本
年
中
に

：
：
：
橘
小
学
校
の
危
険
校
舎
改
築
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。
現
校
舎
の
南
側
六
教

室
を
と
り
く
ず
し
て
、
八
月
宋
ま
で
に
特
別
教
室
（
普
通
教
室
四
、
図
書
室
」
、

音
楽
冤
一
、
木
造
二
階
建
て
延
べ
百
八
十
坪
）
を
新
築
す
る
。
・
：
・
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

ど
り
こ
わ
さ
れ
る
校
舎
は
、
明
治
四

十
年
に
建
築
し
た
二
贈
建
F
て
の
古
い
部

分
延
べ
百
三
十
幽
坪
で
、
昭
和
二
十
九

年
に
県
の
審
査
を
受
け
た
と
き
、
耐
力

度
（
公
立
学
校
の
建
造
物
が
、
雪
圧
・

風
圧
・
地
震
な
ど
に
耐
え
る
度
合
）
が

三
千
七
十
点
で
危
険
校
舎
に
指
定
さ
れ

て
い
た
も
の
。
文
部
省
令
に
よ
る
と
、

耐
力
度
が
四
千
五
百
点
以
下
の
建
物
は

県
が
危
険
校
舎
に
指
定
し
、
児
童
の
保

全
上
必
要
な
整
備
を
指
示
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
る
が
、
橘
小
学
校
の
場
合
も

危
険
校
舎
と
し
て
改
築
す
る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
地
元
で
は
数
年
前
か
ら
老
き
ゅ
う
部

分
の
改
築
を
熱
望
し
て
い
た
し
、
町
で

も
一
昨
年
、
二
階
建
て
七
十
九
坪
の
普

通
教
室
を
新
築
し
た
り
し
て
こ
の
日
を

待
っ
て
い
た
。

小
杉
土
建

　
　
　
　
　
が
落
札

　
建
築
設
計
は
、
長
岡
市
の
笠
井
建
築

事
務
所
（
笠
井
永
吉
氏
）
が
担
当
し
た

設
計
説
明
会
は
四
月
十
六
日
に
開
か
れ

渡
長
建
設
・
山
田
組
・
小
杉
土
建
・
丸

山
工
務
所
・
高
橋
工
務
所
の
五
社
を
指

名
し
て
、
二
十
日
に
競
争
入
札
を
行
な

っ
た
。
こ
の
結
果
、
小
千
谷
市
の
小
杉

土
建
工
業
K
K
が
五
百
三
十
五
万
円
（

坪
当
た
り
二
万
九
千
七
百
二
十
二
円
）

で
請
け
負
い
、
き
よ
う
十
日
に
着
工
し

て
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
し
ゅ
ん
工
す

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

建
築
予
算
は

　
　
　
六
百
五
十
万
円

　
こ
れ
と
は
別
な
、
屋
体
に
付
着
す
る

玄
関
・
使
丁
室
・
宿
直
室
の
延
べ
八
十

二
坪
も
、
県
が
三
月
に
審
査
し
た
結
果

に
よ
る
と
、
耐
力
度
四
千
百
三
点
で
危

険
校
舎
・
に
指
定
す
る
旨
の
内
示
が
き
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
付
属
建
物
も
本
年
中

に
改
築
の
予
定
で
企
画
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
記
の
六
教

室
分
を
合
わ
せ
た
二
百
三
坪
の
校
舎
が

新
築
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
た
め
橘

小
学
校
建
築
特
別
会
計
は
、
六
百
五
十

万
円
（
事
務
費
三
十
万
円
を
含
む
）
と

い
う
大
き
な
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ろ
ち
、
国
庫
補
助
金
と
し
て
九

十
三
万
八
千
円
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が

こ
れ
は
、
県
が
示
し
た
坪
当
た
り
工
事

費
基
準
単
価
二
万
六
千
七
百
円
に
、
橘

小
学
校
危
険
校
舎
の
資
格
坪
数
百
四
十

九
坪
を
乗
じ
て
得
た
額
の
、
三
分
の
一

に
対
す
る
約
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
、

、
ほ
か
に
、
　
一
般
会
計
か
ら
三
百
六
十
六

万
二
千
円
を
繰
り
入
れ
、
残
り
の
百
九

十
万
円
は
学
校
建
築
債
で
ま
か
な
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

国
民
年
金
法
の

普及指

導
員
を
設
置

　
国
民
年
金
法
普
及
指
導
員
（
五
十
名

）
が
設
置
さ
れ
た
。
部
落
や
町
内
に
個

民
年
金
法
の
趣
旨
を
普
及
し
、
あ
わ
せ

て
こ
の
制
度
を
順
調
に
す
す
め
よ
う
と

い
う
の
が
ね
ら
い
。
，
任
期
は
一
力
年
で

各
嘱
託
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
を
町
長
｛

が
任
命
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
指
導
員
の
業
務
内
容
は
、
①
担
●
当
区
椚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

域
内
の
住
民
に
年
金
制
度
の
趣
旨
説
明
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

（
千
手
）

北
村
直
次

小
林
仁
作

高
橋
精
吉

柄
沢
菊
松

大
海
博

（
上
野
）

押
木
増
雄

沢
口
富
士
雄

（
橘
）

横
山
徳
蔵

渡
辺
理
平

小
海
和
男

中
村
直
治

黒
島
豊
二

ゆ遡
、
翻

相
崎
正
平

藤
巻
晃

荒
海
広
喜

中
村
義
雄

高
橋
英
治

小
林
作
一
郎

上
村
常
助
　
根
．
津
英
作

渡
貫
軍
治
　
田
村
文
作

小
海
新
太
郎

田
口
悌
治
　
藤
巻
重
二

木
村
利
雄
　
水
落
達
一
　
滋
野
永
勝

滋
野
一
男
　
藤
巻
義
幸
　
田
中
義
勝

丸
山
欽
一
郎

　
（
仙
田
）

増
田
忠
治

斉
木
誠
一
郎

佐
藤
常
一
郎

高
橋
正
美

中
条
幸
一
郎

小
林
克
治

川
崎
豊
吉

高
橋
栄

樋
口
虎
一

高
橋
秀
男

大
野
辰
平

南
雲
太
平

桑
原
国
光

茂
野
寅
一

小
川
長
次

登
坂
為
治

江
口
義
一

（
西
松
建
設
）
　
坂
本
久
吾

．
灘
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｝
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ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
文
の
む
ず
か
し
さ
　
．
当
用
漢
字
な
ど
は
お
か
ま
い
な
し
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
ら
な
い
字
が
あ
る
と
す
ぐ
辞
書
を
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
数
の
機
関
紙
が
発
行
さ
れ
、
お
ぴ
　
引
く
。
の
み
な
ら
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
、

会
を
ひ
ら
く
。
②
各
種
団
体
に
呼
び
か
【
た
だ
し
い
印
刷
物
が
配
ら
れ
て
活
字
が
　
と
い
っ
た
字
句
を
ム
リ
に
引
用
し
て
む

酷
雛
罪
縢
、
舗
聾
諮
慧
藷
諜
譲
憂
鶴
頴
馨
難

誘
好
繍
薩
護
欝
欝
鋸
舗
喫
誘
罫
甥
擢
祉
蒲
湧
郡
麟
寧
舵
葬
α
誘
賛
慧

加
入
申
し
込
み
や
手
続
き
を
指
導
す
る
m
か
り
に
く
く
て
読
み
に
く
い
．
公
文
書
　
も
り
で
い
る
人
に
多
い
。
　
　
　
　
　
糊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

⑤
国
民
年
金
制
度
の
全
般
に
つ
い
て
相
階
や
手
紙
に
し
て
も
そ
ろ
だ
。
　
　
　
　
　
新
し
い
時
代
に
生
き
る
た
め
に
は
、
ハ

談
相
手
に
な
る
。
な
ど
で
あ
る
。
　
　
卿
　
「
お
母
さ
ん
・
馴
染
の
乙
女
と
田
舎
　
当
然
新
し
い
型
に
は
ま
ろ
う
と
す
る
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

指
導
員
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
．
舶
　
の
蕃
を
眺
め
に
ゆ
き
ま
す
力
が
必
奪
あ
ろ
う
．
そ
れ
が
、
作
文

人　式
成人（男子120名、

・祝う式が行なわれた。
穿い人…一…、、明るい顔が

・・…小林伝司撮影

《｛ド鳩内｛《《｛｛γ、【《一（【《｛《｛舶

町づくり

う
ん
と
御
馳
走
し
て
呑
ま
せ

て
下
さ
い
．
明
日
は
仲
人
さ

ん
に
も
挨
拶
す
る
心
算
で
居

り
ま
す
。
僕
は
嬉
し
い
：
」

こ
ん
な
手
紙
を
書
く
ア
ン
サ

は
、
全
部
を
か
な
が
き
に
し

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
、
を
若
た

胡
誓
篇
い
喝
透
か
ん
じ
脇
の
用
事
を
忘
れ

成
月
の
に
い
校
帥
て
昇
力
友
人
と
男
れ
て
M
書
店
の

　
　
5
）
を
や
学
納
前
ま
で
来
た
と
き
に
思
い
だ
し
て
買
っ

控
縣
勲
て
帰
．
左
こ
ん
な
セ
ン
テ
ン
ス
の

　
　
か
9
の
に
ゑ
曇
文
暮
よ
く
読
ま
さ
れ
る
．
本
を

　
　
風
子
町
望
　
　
呼
買
っ
た
の
か
買
わ
な
か
っ
た
の
か
、
さ

　
　
　
女
希
帥
ん
ざ
ん
読
者
を
ひ
き
ま
わ
し
た
あ
げ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
帥
に
や
っ
と
わ
か
ら
せ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
斥
蛋
》
『
4
＜
4
2
2
2
『
（
」
2
，
2
蓋
2
噌
2
｝
2
尺
イ
葦
2
ヤ
2
Ψ
2
づ
卿
2
雫
2
マ
2
》
帰
2
”
｝
璽
2
Σ
雫
2
ぺ
4
奪
葦
2
妻
ぎ
2
＼
4
2
曜
2
蕊
2
垂
，

伝
m
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
わ
た
し
は
、
本
を
買
い
に
千
手
へ

・
｛
出
た
ら
公
民
舘
の
前
で
友
人
に
会
い
、

…
椚
オ
た
り
で
い
っ
し
ょ
に
お
茶
を
飲
ん
で

編
集
と
い
う
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
人
な

ら
な
お
さ
ら
の
こ
と
だ
。
に
も
か
か
わ
帥

ら
ず
、
　
一
部
の
人
た
ち
を
の
ぞ
く
と
ま
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

だ
無
関
心
な
人
が
多
い
。
当
用
漢
字
・
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

か
な
づ
か
い
・
送
り
が
な
の
つ
け
か
た
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
ど
を
よ
く
勉
強
し
て
、
ま
ち
が
い
の
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

な
い
、
わ
か
り
よ
い
文
章
を
書
こ
ろ
。
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

　
「
わ
か
り
よ
い
文
章
」
を
書
く
こ
と
嚇

は
決
し
て
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

む
し
ろ
、
難
儀
な
努
力
の
い
る
仕
事
で
m

あ
る
。
も
し
、
　
「
わ
か
り
に
く
い
」
と
【

非
難
さ
れ
る
な
ら
ば
・
こ
の
難
儀
な
作
．

業
を
見
く
び
っ
て
努
力
を
惜
し
ん
で
い
【

る
か
ら
だ
。
　
「
ま
ち
が
い
の
な
い
、
わ
哩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

か
り
や
す
い
文
章
」
を
書
く
こ
と
ば
、
W

多
く
の
読
み
手
の
た
め
に
、
ひ
と
り
の
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ
へ

書
き
手
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
々
【

せ
つ
な
努
め
な
の
で
あ
る
．
　
榊
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1
町
議
会
報
告
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
百
万
多
く
き
た
纏
交
付
金

　
　
　
　
　
　
三
十
四
年
度
分
専
決
を
承
認

　
新
年
度
予
算
を
議
決
し
た
第
二
回
定
例
町
議
会
が
終
わ
っ
て
わ
ず
か
二
週

間
後
の
四
月
十
一
日
に
、
早
く
も
第
三
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
た
．

　
付
議
事
件
は
専
決
処
分
二
件
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
本
会
議
終
了
後
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
、
橘
小
学
校
改
築
に
つ
い
て
、
業
者
の
指
名
、
入
札
の
日
取

り
等
を
協
議
し
た
ほ
か
、
当
面
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て
報
告
検
討
さ
れ
た
。

　
専
決
処
分
は
、
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
に
つ
い
て
一
般
会
計
五
十
三
万
八

千
円
の
追
加
と
八
十
万
の
更
正
、
国
保
特
別
会
計
に
お
い
て
調
整
交
付
金
が

約
二
百
万
増
額
交
付
さ
れ
た
の
で
、
繰
入
金
八
十
万
を
減
ら
し
て
、
残
り
を

予
備
費
に
入
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
報
告
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

召
買
騒
表
活

　
　
蟹
暑
の
嘉
更
正

　
年
度
宋
の
三
月
宋
ま
で
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
専
決
ざ
れ
た

三
十
四
年
度
最
終
追
加
更
正
予
算
並
ぴ

に
そ
の
審
議
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
ま
ず
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
才
入
と

し
て
は
い
っ
た
も
の
は
栄
橋
調
査
費
負

担
金
と
し
て
十
目
町
・
小
千
谷
両
市
か

ら
四
十
二
万
五
千
円
、
国
県
支
出
金
と

し
て
、
災
害
復
旧
費
。
失
業
対
策
費
補

助
・
水
防
費
補
助
等
の
追
加
合
わ
せ
て

十
一
万
三
千
二
百
六
十
三
円
、
計
五
十

三
万
八
千
二
百
六
十
三
円
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
才
出
は
、
土
木
費
と

し
て
栄
橋
関
係
の
負
担
金
二
十
一
万
四

千
五
百
円
、
仁
田
沢
並
ぴ
に
田
代
町
道

め
災
害
復
旧
費
追
加
十
六
万
六
千
五
百

円
を
、
諸
費
の
更
正
減
十
万
円
と
差
し

引、

き
し
て
二
十
八
万
一
千
円
。
失
業
対

策
費
・
の
追
加
二
十
三
万
八
千
六
百
七
十

三
円
。
残
り
の
一
万
八
千
五
百
九
十
円

を
予
備
費
に
繰
り
入
れ
た
．
な
お
、
国

保
会
計
に
お
い
て
調
整
交
付
金
が
約
二

百
万
円
増
額
交
付
さ
れ
た
の
で
、
一
般

会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
繰
り
出
す
こ
と

と
な
っ
て
い
た
八
十
万
を
更
正
し
て
、

繰
り
延
べ
払
い
と
な
っ
て
い
た
同
額
の

，
千
手
グ
ラ
ン
ド
貿
収
費
を
復
活
計
上
し

た
。
こ
れ
で
三
十
四
年
度
一
般
会
計
予

算
の
最
終
額
は
一
億
二
百
二
十
七
万
四

千
四
百
五
十
三
円
と
な
っ
た
。

　
．
こ
の
報
告
に
対
し
て
議
会
側
か
ら
、

買
収
し
た
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
町
、

有
地
と
し
て
の
境
界
を
明
確
に
し
、
速

か
に
登
記
等
の
手
続
き
を
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
斉
藤
）
．
上
野
中
学
校
と

統
合
す
れ
ば
不
用
地
と
な
る
の
で
は
な

い
か
（
丸
山
）
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
国
保
繰
入
金
は
返
上

　
国
保
特
別
会
計
は
、
療
養
給
付
費
調

整
交
付
金
が
既
決
予
算
額
二
百
万
円
に

対
し
て
、
約
倍
額
に
近
い
三
百
九
十
四

万
三
千
円
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
金
八
十
万
を

返
上
し
、
残
り
の
百
十
四
万
三
千
円
を

予
備
費
に
繰
り
入
れ
た
も
の
で
、
累
計

二
千
六
百
十
八
万
二
千
円
と
な
っ
た
。

　
中
村
町
長
の
説
明
に
よ
れ
ば
〃
調
整

交
付
金
と
い
ろ
の
は
一
般
会
計
の
交
付

税
に
相
当
す
る
も
の
で
、
被
保
険
者
の

所
得
と
医
療
費
の
調
整
を
は
か
る
た
め

に
交
付
さ
れ
る
。
川
西
町
に
対
す
る
交

付
額
が
多
い
の
は
、
国
鉄
固
定
資
産
税

な
ど
と
関
係
の
な
い
被
保
険
者
の
所
得

が
低
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
市
町

村
間
の
均
衡
に
問
題
が
あ
る
の
で
将
来

と
も
こ
の
よ
う
な
率
で
も
ら
え
る
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
．
〃
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
診
療
所
会

計
の
経
理
に
不
明
朗
な
点
が
見
受
け
ら

れ
る
の
で
事
務
処
理
を
さ
ら
に
厳
密
に

行
な
ろ
必
要
が
あ
る
（
田
中
与
）
。
調

整
交
付
金
は
国
保
自
体
の
内
容
充
実
に

残
し
た
い
．
診
療
所
は
営
業
体
と
し
て

収
入
に
見
合
ろ
支
出
を
行
な
う
べ
き
だ

（
平
野
圭
）
等
の
要
望
が
述
べ
ら
れ
た

橘
小
建
築
委
を
選
出

　
全
員
協
議
会
で
協
議
さ
れ
た
主
な
事

項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
橘
小
学
校
の
改
築

　
①
建
築
委
員
に
次
の
九
名
を
選
出
。

『
小
林
伝
司
（
議
長
）
小
川
駒
治
（
副

議
長
）
田
中
与
三
郎
（
総
文
委
員
長
）

和
久
井
精
一
（
財
政
委
員
長
）
富
井
正

治
（
土
木
委
員
長
）
丸
山
宗
太
郎
、
須

藤
亮
助
、
和
田
光
興
、
滋
野
一
郎

　
②
指
名
願
い
の
あ
っ
た
業
者
九
名
の

中
か
ら
五
名
を
指
名
し
た
。
な
お
、
設

計
変
更
と
し
て
追
加
さ
れ
た
小
使
室
・

児
童
玄
関
の
移
築
は
、
教
室
を
落
札
し

た
業
者
と
随
契
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
、
干
手
小
学
校
ス
テ
ー
ジ
建
設

　
①
屋
体
の
内
部
に
作
る
②
外
部
へ
作

る
③
現
在
の
児
童
便
所
を
移
転
し
て
、

そ
の
あ
と
へ
作
る
、
と
り
2
二
つ
の
案

に
つ
い
て
検
討
し
た
．

戸
籍
の
窓
か
ら

・
ぶ
声
ー
栂
す
二
や
か
に

宮
　
浩
行
山
野
田
“
啓
一
長
男

柄
沢
　
克
幸
　
沖
　
立
　
照
和
ー
長
男

五
十
嵐
奈
穂
美
　
野
口
　
丑
蔵
、
二
女

永
田
　
知
尋
　
野
　
口
　
幸
夫
　
長
女

田
中
　
雅
晴
　
仁
　
田
勝
雄
　
二
男

池
竹
　
咲
江
　
原
　
田
　
謙
一
　
二
女

村
越
　
節
夫
　
野
　
口
　
富
雄
　
長
男

丸
山
晴
美
根
　
深
　
惣
吉
　
二
女

渡
辺
　
準
二
　
上
野
孝
平
　
二
男

田
口
　
明
美
　
木
　
落
　
忠
三
　
二
女

羽
鳥
　
和
則
　
木
　
落
　
副
太
郎
長
男

羽
鳥
　
雅
彦
　
仁
　
田
　
山
郎
　
二
男

・
小
海
　
　
潔
　
上
野
貞
二
　
長
男

押
木
　
国
美
　
元
　
町
　
初
太
郎
長
女

小
堀
　
勝
男
　
小
白
倉
　
多
平
治
二
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

登
坂
浩
岩
瀬
桂
作
．
長
男

中
条
　
陽
子
　
大
　
倉
　
石
平
　
三
女
■

小
川
●
和
也
岩
瀬
忠
良
長
男

高
橋
　
一
史
　
高
　
倉
　
茂
夫
　
長
男

登
坂
文
雄
岩
．
瀬
博
男
二
男

中
村
　
裕
子
　
大
白
倉
　
　
晒
　
長
女

佐
藤
好
子
小
脇
清
太
郎
長
男

た
か
さ
ご
ー
御
円
満
に

総燕燕縮織織諭
郎

渡
貫
和
栄

渡
辺
　
勝
子

須
藤
ハ
ル
ノ

黒丸丸中平山山小
島山山田野家田林

善ト栄晶幸五保博
一キー子作作子英

南
雲
ト
ヨ
ノ

村
越
　
　
正

新
町

鶴
吉
か
ら

『
下
原

藤
沢
か
ら

■
仁
田

木
落
か
ら

四
郎
兼

信
濃
町
か
ら

高
原
田

高
原
田
か
ら

伊
友

田
中
か
ら

野
口

／
新
婦

誌織講織繍織，
織

霧
鵜織⑥

縮総総爺織
丸中中星
山村村名

甚キ清ス
作ヌ吉ミ

星
野
シ
ズ
エ

小
林
∵
F
稔

山
田
和
子

清
水
増
一
一

小
川
玲
子

滋
野
行
正

永
井
と
み

高
橋
・
健
次

高
橋
　
ツ
マ

大
野
p
喜
教

片
桐
光
枝

斉
木
孝
平

高
橋
　
フ
ジ

高
橋
秀
男

高
橋
エ
ミ
子

中
川
俊
男

柄
沢
ハ
ル
ノ

村
越
　
昭

湯
本
幸
江

平
野
幸
治

高
橋
文
江

斉
藤
　
計
司

田
村
　
ヨ
キ

北
村
豊
作

林
　
ス
ミ
エ

伊
友
か
ら
、
『

坪
山
，
．

・
坪
山
か
ら

野
口

真
入
町
か
ら

中
屋
敷

仁
田
か
ら

鳶赤
谷
か
ら

仁
田

川
口
市
か
ら

高
倉

ー
室
島
か
ら

大
白
倉

大
自
倉
か
ら

高
倉

高
倉
か
ら

赤
谷

赤
谷
か
ら

仁
田

沖
立
か
ら

野
口

群
馬
県
か
ら

・
四
郎
兼

寺
尾
か
ら

上
野

上
野
か
ら

中
央
町

栃
尾
市
か
ら

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

茂田渡渡丸数高
野中辺辺山藤橋

ミト秀平トミチ
ヤク蔵蔵ミヨヨ

小
林
弁
五
郎

高
橋
　
キ
サ

佐
藤
　
コ
マ

永
久
公
舎

藤室中藤下新新新沖
　　仙
沢島田沢平町町町立

八五四八八八八七八四
〇七八二五〇三八一九

司あるさ
．
例
年
の
と
お
り
出
か
せ
ぎ
者

が
帰
っ
て
か
ら
と
い
う
の
で

成
人
式
は
五
月
一
日
に
行
な

わ
れ
た
。
式
次
第
の
細
部
は

承
知
し
て
い
な
い
が
、
お
そ

ら
く
例
年
と
周
じ
よ
う
な
行

事
が
、
同
じ
よ
う
な
順
序
で

行な

わ
れ
た
こ
と
と
思
う
▲
成
人
式
も

十
二
年
目
と
も
な
れ
ば
ニ
ユ
ー
ス
と
し

て
の
価
値
が
薄
く
な
る
の
は
当
然
で
、

特
別
な
事
件
で
も
な
い
限
り
一
般
の
関

心
を
ひ
か
な
い
の
は
不
思
議
で
も
な
ん

で
も
な
い
。
こ
と
し
の
成
人
式
も
、
参

列
者
の
中
か
ら
祝
杯
の
元
気
で
役
場
屋

上
の
半
鐘
を
打
ち
鳴
ら
す
と
い
う
ツ
ワ

モ
ノ
が
出
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
す
っ
か

り
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い

▲
結
果
的
に
は
忘
れ
っ
ぽ
い
世
間
に
対

す
る
皮
肉
な
警
鐘
と
な
っ
た
わ
け
だ
が

こ
れ
は
ま
た
、
お
と
な
の
仲
間
入
り
を

す
る
日
の
象
徴
的
な
仁
義
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
．
と
い
う
の
は
、
秩
序
の

無
視
と
無
軌
誉
と
が
一
種
の
ヒ
ロ
イ
ズ

ム
と
し
て
評
価
さ
れ
、
大
物
と
し
て
必

要
な
資
格
で
あ
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
が

お
と
な
の
世
界
で
幅
を
き
か
し
て
い
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
か
ら
だ
▲
来
賓

の
祝
辞
や
郷
土
出
身
代
議
士
の
祝
電
な

ど
か
ら
は
汲
み
取
り
得
な
か
っ
た
も
の

を
、
青
年
た
ち
は
お
と
な
の
現
実
の
行

動
か
ち
敏
感
に
感
じ
取
る
。
二
百
名
余

　
　
ぢ

り
の
中
の
た
っ
た
一
人
の
行
為
で
全
般

を
評
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
こ
と
し

の
成
人
該
当
者
が
小
学
一
年
生
か
ら
六

三
制
で
育
っ
た
最
初
の
若
者
で
あ
る
こ

と
も
、
こ
の
事
件
と
無
関
係
で
は
な
い

か
も
知
れ
な
い
▲
女
子
の
服
装
が
年
々

華
美
に
な
る
と
い
ろ
こ
と
も
、
生
活
水

準
の
向
上
と
手
放
し
で
喜
ん
で
い
い
か

ど
う
か
。
警
鐘
事
件
を
き
っ
か
け
に
み

ん
な
で
考
え
て
み
た
い
。
（
M
）
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…
松
巴
氏
（
西
松
建
設
）
が
最
高
…

　

一
：
・
：
・
：
…
・
：
：
…
ふ
と
こ
ろ
診
断
：
：
：
”

　
　
「
勤
め
人
は
い
い
な
」
と
う
ら
や
む
人
は
多
い
。
が
、
ひ
と
く
ち
に
「
月

給
取
り
」
と
い
っ
て
も
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
あ
る
わ
け
だ
。
学
歴
・
ー
経
験
・

特
技
・
能
力
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ
相
応
の
サ
ラ
リ
ー
が
支
給
き
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
町
の
ザ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ふ
と
ζ
ろ
ぐ
薦
い
は
ど
ろ
だ

ろ
う
か
。
税
務
の
窓
口
を
の
ぞ
い
て
見
た
。

所
得
倍
増
は
夢
か

　
「
こ
と
し
の
課
税
標
準
と
な
る
大
事

な
書
類
だ
」
と
い
ろ
根
津
係
長
か
ら
、

昭
和
三
十
四
年
度
の
給
与
支
払
い
報
告

書
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
町
の
俸
給
生
活
者
は
一
千
二
百
人
、

い
わ
ゆ
る
、
「
勤
め
人
」
と
呼
ば
れ
る
人

の
数
で
あ
る
。
う
ち
、
年
額
五
十
万
円

以
上
の
所
得
者
が
四
十
四
人
も
あ
っ
た

ぞ
く
に
「
長
」
と
名
の
つ
く
よ
う
な
エ

ラ
方
で
あ
る
。
三
十
万
円
以
上
で
、
五

十
万
円
以
下
の
人
は
二
百
人
を
数
え
た

　
た
い
へ
ん
失
礼
な
い
い
か
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
あ
と
は
課
税
標
準
に
も
達

し
な
い
人
が
大
半
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
安

い
月
給
を
ヤ
リ
ク
リ
し
て
い
る
わ
け
。

だ
れ
か
さ
ん
の
い
ろ
「
所
得
倍
増
」
は

夢
な
の
で
あ
ろ
う
か
．

役
場
と
農
協
が
最
低

　
は
ぶ
り
の
よ
い
の
は
何
と
い
っ
て
も

民
間
企
業
だ
っ
た
。
昨
年
は
岩
戸
景
気
『

と
い
わ
れ
た
だ
け
に
、
給
与
も
ぐ
ん
と

良
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
官
庁
（
役

場
と
農
協
は
失
格
）
で
は
、
勤
続
年
数

の
長
い
人
た
ち
が
圧
倒
的
に
上
位
を
占

め
て
い
た
。
年
間
の
最
高
所
得
者
は
、

松
田
清
（
西
松
建
設
株
式
会
社
信
濃

川
出
張
所
長
）
氏
の
百
二
十
万
円
、
最

低
は
な
か
な
か
つ
か
み
に
く
か
っ
た
が

役
場
と
農
協
の
職
員
が
五
万
円
ラ
イ
ン

を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。

　
事
業
所
別
に
こ
ま
か
く
分
析
し
て
も

み
た
が
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
は
さ

し
ひ
か
え
よ
ろ
。
ち
な
み
に
、
役
場
職

員
の
最
高
（
橘
支
所
長
）
は
年
二
十
九

万
七
千
円
、
係
長
ク
ラ
ス
の
平
均
所
得

は
二
十
七
万
七
千
円
で
あ
る
。

月
給
取
リ
の
三
十
傑

　
昨
年
の
上
位
所
得
者
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

松
田
　
清

登
坂
禄
蔵

長谷

川
菊
雄

森
永
健
市

（
単
位
は
千
円
）

一
二
〇
七

九
八
五

八
さ
二

八
三
三

西
松
社
員

仙
診
所
長

発
電
区
長

橘
診
所
長

　
　
　
蓼
　
　
砺
叛
腐

　
　
　
灘
　
謬
搬

野
雛
2
橘
2
2
姻
以

上
峨
〃
　
　
　
集
　
真
％

桑
勲
囎

千
餓
－

，
灘
田
鍛
5

　
　
　
　
僻

　
　
　
　
　
　
　
仙
謬

進種登坂加冨藤中永丸杉星
　村坂本藤永本島井山村名

大清精久剣　秀顕吉准政壮
陸作一吾次勇雄郎平二利一

酒
井
信
四
郎

六七七七七七七七七七七八八
八○一・一一二三四六八八〇二
六五〇二六八五七五〇一一・三

北
銀
課
長

西
松
社
員

松
屋
社
長

白
倉
校
長

西
松
社
員

中
仙
田
小

千
小
校
長

西
松
社
員

西
松
嘱
託

仙
中
校
長

上
小
校
長

西
松
社
員

千
手
局
長

自樋饒丸樋
井熊村山口

　恒久英音
哲平司朗七

杵
渕
新
治
郎

中
村
壮
吉

斉
藤
健
蔵

安達

敬
喜

雷
南
一
，
郎

有
坂
手
秋

大
井
正
司

加
藤
越
郎

六
八
五
　
上
中
校
長

六
八
五
　
松
屋
専
務

六
六
六
赤
岩
校
長

六
五
〇
　
千
中
校
長

六
四
〇
　
国
鉄
助
役

六
一
二
九
　
橘
中
校
長

六
一
八
川
西
町
長

六
〇
八
上
小
教
頭

六
〇
五
：
西
松
社
員

五
九
四
　
川
崎
療
院

五
八
四
仙
中
教
頭

五
八
一
仙
田
局
長

五
七
三
　
仙
小
校
長

明
年
か
ら
公
平
な
課
税

　
　
　
　
田
の
評
価
調
査
終
わ
る

，
昨
年
八
月
以
来
、
評
価
補
助
員
（
平

野
栄
二
氏
ほ
か
五
名
）
を
中
心
に
行
な

っ
て
き
た
、
固
定
資
産
の
評
価
（
田
．
）

が
終
わ
っ
た
。

　
町
の
固
定
資
産
税
は
、
こ
れ
ま
で
旧

町
村
ご
と
に
評
価
し
た
も
の
を
基
準
に
、

徴
収
し
て
い
た
た
め
、
税
率
が
同
じ
で

も
価
格
が
ま
ち
ま
ち
と
い
う
矛
盾
に
な
…

・
や
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
統
一
し
…

た
公
平
な
評
価
．
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
　
…

　
最
商
と
最
低
の
差
が
四
倍
で
あ
っ
た

評
価
格
も
八
倍
と
な
り
、
良
い
場
所
と

悪
い
場
所
の
差
が
は
っ
き
り
し
て
、
三

十
六
年
度
か
ら
公
平
な
課
税
が
な
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
自
然
や
経
済
条
件
で
D

　
一
筆
ご
と
の
評
点
数
が
格
付
け
さ
れ
た

●
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
9
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
■
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

今
ど
き
の
若
い
者

　
（
そ
の
一
）
半
鐘
の
音
に
驚
い
て
飛

．
　
　
　
　
　
役
場
の
屋
上
で
数
人
の
若

が
、
明
年
二
月
ま
で
に
評
価
格
を
確
定

し
て
沸
三
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
縦

覧
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
o
結
果
を

よ
く
確
か
め
て
、
異
議
が
あ
っ
た
ら
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
（
丸
山
豊
太

郎
委
員
長
）
に
申
し
出
て
ほ
し
い
。

」
戸
籍
の
窓
か
ら

．
う
ぷ
声
ー
御
す
二
や
か
に

木
村
美
佐
子

面
積
と
詐
真
数
の
割
合

三月分

家
屋
に
次
い
で
田
の
評
価
が
と
り
あ
げ
”
ぴ
出
し
た
o

ら
れ
て
、
心
筆
ご
と
に
細
か
い
調
査
が
…
者
が
騒
い
で
い
た
。
か
れ
ら
の
い
た
ず

実
施
さ
れ
た
も
の
◎
　
．
　
　
　
　
　
　
”

　
こ
の
結
果
、
帳
簿
上
は
原
野
・
山
林
…

畑
な
ど
に
な
っ
て
い
た
土
地
が
五
百
三
…

十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五
十
三
町
五
反
）
…

も
田
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
　
…

逆
に
今
ま
で
田
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
場
…

所
が
、
実
際
は
二
百
四
十
四
ヘ
ク
タ
ー
…

　への声町

登高佐高増小木
坂橋藤橋田林村
　美　　　　 美

幸恵勝明　欣佐
保子巳子稔也子

岩田小室竪中中
　　　　　仙仙
瀬戸脇島島田田

定三栄清勝　昭
雄代一治治享一
　治
二長長長長二長
男女男女男男女

昇
天
－
御
め
い
福
を
祈
る

小
林
　
マ
キ
　
　
中
仙
田
　
　
六
六

高
橋
　
忠
平
　
　
高
　
倉
　
　
七
〇

登
坂
ト
ラ
　
岩
瀬
　
八
五

　
　
　
　
●
　
　
●

登
坂
ミ
ヨ
　
岩
瀬
　
七
五
（
四
月
分
）

9
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
■
　
　
■
　
　
　
●
　
　
0
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
O
　
　
の
　
　
　
●
　
　
■
　
　
　
O
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
O
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●

こ
と
ば
に
、
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ

た。

い
ず
れ
も
成
人
式
当
日
の
こ
と
で

あ
る
。
　
　
（
中
央
町
・
一
目
撃
者
）

ニ
ク
イ
あ
ば
れ
犬

　
放
し
飼
い
の
犬
が
あ
ば
れ
ま
わ
っ
て

い
て
困
る
。
先
日
も
か
み
つ
か
れ
た
人

を
目
撃
し
た
。
か
わ
い
そ
う
に
ズ
ボ
ン

も
ズ
ボ
ン
下
も
破
れ
嚇
傷
口
に
歯
の
あ

と
が
づ
い
て
赤
く
ハ
レ
あ
が
っ
て
い
た

　
人
さ
え
見
れ
ば
か
み
つ
く
犬
も
あ
る

と
聞
く
o
わ
た
し
も
不
注
意
か
ら
ニ
ワ

ト
リ
を
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
o
法
に
よ

れ
ば
犬
は
つ
な
い
で
お
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
は
ず
、
町
当
局
も
犬
コ
ロ
シ
に

連
絡
し
て
、
ニ
ク
イ
犬
は
見
つ
け
し
だ

●
　
　
●
　
　
9
　
　
の
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
『
　
●
　
●
　
　
●
　
　
O
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
O

橘青年

学級を

紹
介

ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
o

　
（
そ
の
二
）
某
停
留
所
前

で
ビ
ー
ル
の
ラ
ツ
パ
飲
み
を

し
、
通
行
中
の
若
い
女
を
か

ら
か
っ
て
い
る
一
団
が
あ
っ
■

た
コ
バ
ス
が
き
た
ト
タ
ン
に

そ
の
青
年
た
ち
は
飲
み
か
け

ル
も
荒
地
や
畑
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
蝿
の
ビ
ー
ル
ビ
ン
を
店
さ
き
に
た
た
き
つ

明
ら
か
に
さ
れ
た
。
差
し
引
き
二
百
九
…
け
て
行
っ
た
。
　
「
今
ど
き
の
若
い
者
の

十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
が
確
認
さ
れ
た
…
気
持
ち
は
わ
か
ら
な
い
兎
」
と
い
い

こ
と
に
な
る
。
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
…
な
が
ら
あ
と
し
ま
つ
す
る
S
商
店
主
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
0
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●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●
　
　
O
　
　
　
●

N
H
K
が
全
国
放
送
で

　
橘
青
年
学
級
が
、
N
H
K
ラ
ジ
オ
で

全
国
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
o

県
社
会
教
育
課
の
山
田
沖
哉
氏
を
通
じ

て
N
H
K
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
。

　
昨
年
春
に
結
成
し
た
〃
橘
青
年
学
級

父
兄
会
〃
が
り
っ
ぱ
に
運
営
さ
れ
、
そ

れ
が
全
国
で
も
珍
し
い
ケ
｝
ス
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
十
六
B
ご
ろ
プ
ロ
ジ
ユ
サ
ー
が
来
町

し
て
現
地
で
録
音
、
本
月
下
旬
に
第
二

で
放
送
（
青
年
学
級
の
友
へ
）
す
る
。

☆
庁
内
人
事
☆

◎
馬
場
光
雄
氏
（
元
町
）
が
、
四
月
十

六
日
付
で
臨
時
職
員
に
採
用
さ
れ
た
o

社
会
係
で
国
民
年
金
を
担
任
し
て
い
る

◎
高
橋
ア
サ
さ
ん
（
室
島
）
が
四
月
い

っ
ぱ
い
で
退
職
し
た
。
仙
田
の
保
健
婦

と
し
て
十
年
間
も
活
躍
し
て
く
れ
た
人

。
　
．
　
●
●
　
．
　
●
　
●
　
●
　
．
　
●
　
●
　
○
　
●
　
●
　
●
　
o
　
・
　
●
　
●
　
●
　
D
●
　
●
　
●
　
●

い
に
殺
す
こ
と
だ
。
（
上
野
・
丁
生
）
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
◎
お
答
え
、
狂
犬
病
予
防
法
や
新
潟
”

県
飼
犬
取
締
条
例
に
よ
る
と
、
特
別
の
…

場
合
の
ほ
か
犬
は
つ
な
い
で
お
く
こ
と
…

に
な
っ
て
い
ま
す
。
野
犬
捕
獲
人
（
犬
…

コ
ロ
シ
）
も
毎
月
一
回
ま
わ
っ
て
来
ま
…

す
か
ら
、
放
し
飼
い
の
犬
を
見
つ
け
た
酬

ら
役
場
か
保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
…

い
o
た
だ
し
、
い
く
ら
あ
ば
れ
犬
で
も

捕
獲
人
が
来
た
と
き
に
つ
な
い
で
あ
れ
…

ば
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
コ
お
．

説
の
よ
う
な
場
合
は
被
害
者
が
告
訴
す
“

れ
ば
事
実
を
調
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
．

は
殺
処
分
命
令
が
出
さ
れ
る
で
し
よ
う
川

　
　
　
　
（
国
保
衛
生
係
・
押
木
良
作
）
…

●
　
　
●
　
　
●
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．
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「
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
き
た
い
」
と
い
う
青
年
が
多
く
な
っ
た
。
今
秋
も
ま
た
、
仙

田
か
ら
二
名
の
青
年
が
渡
伯
す
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
在
ブ
ラ
ジ
ル
の
丸
山
さ

ん
（
根
深
出
身
）
と
金
子
君
（
岩
瀬
出
身
）
か
ら
、
実
家
あ
て
に
届
い
た
た
よ
り

を
紹
介
し
よ
う
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
い
ま
夜
明
け
だ
。
と
の
こ
と
で
あ
る
。

南
半
球
は
今
が
秋

　
　
　
　
　
金
子
国
栄

　
前
略
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
今
が
秋
、
日
の

短
く
な
っ
た
こ
と
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
お
茶
の
青
芽
も
少
な
く
な
り
、
仕

事
も
だ
い
ぶ
暇
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
場
に
働
い
て
い
る
現
地
人
は
、
日

本
人
に
比
較
す
る
と
知
能
程
度
が
低
い

よ
う
で
す
。
ぽ
く
が
日
本
の
工
業
の
進

ん
で
い
る
こ
と
を
教
え
ま
す
と
、
い
か

に
も
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
と
い
っ
た

顔
を
し
て
、
　
「
そ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い

日
本
か
ら
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
文
化
の
お

く
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
に
や
っ
て
来
た
の
：

」
と
聞
き
ま
す
。
気
の
毒
な
こ
と
に
、

彼
ら
は
自
分
の
国
の
良
さ
を
全
然
知
ら

な
い
の
で
す
。
ぽ
く
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

も
、
ま
だ
そ
れ
を
よ
く
説
明
す
る
ほ
ど

上
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
三
月
か
ら
町
の
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
現
在
の
ぼ
く
は
、
勉
強
す
る
の
が

最
も
楽
し
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。
い
つ

か
役
立
つ
の
で
す
か
ら
、
落
ち
つ
い
て

基
礎
か
ら
や
っ
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

　
、
日
本
字
の
新
聞
は
、
む
ず
か
し
い
古

い
漢
字
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
オ
デ
ジ
ヤ
ネ
イ
ロ
に
代
わ
っ
で
、

よ
う
や
く
完
成
し
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
が
新

し
い
首
都
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

は
い
ま
、
ま
さ
に
日
本
の
明
治
維
新
に

相
当
す
る
と
い
ρ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
よ
う
。
役
人
の
大
半
は
ワ
イ
ロ
で

ど
う
に
で
も
動
く
、
大
学
卒
の
資
格
と

か
、
何
か
の
免
状
は
あ
て
に
な
ら
な
い

よ
う
な
こ
と
さ
え
も
あ
る
、
実
力
の
世

界
の
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

　
秀
才
だ
と
感
心
し
て
い
る
オ
ヤ
ジ
（

社
長
）
で
さ
え
、
数
年
前
に
は
自
殺
を

考
え
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
で
も

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
自
分
で
死
ぬ
と
か

金
持
ち
に
な
る
た
め
に
他
人
を
不
幸
に

落
と
す
く
ら
い
な
ら
、
ぽ
く
は
平
凡
な

一
生
を
送
り
ま
す
。
現
在
の
ぼ
く
に
ば

金
よ
り
も
も
っ
と
た
い
せ
つ
な
何
か
が

　
雪
と
寒
さ
に
、
じ
っ
と
耐
え
て
き
た

ホ
オ
ジ
ロ
・
ヒ
ヨ
ド
リ
・
ム
ク
ド
リ
な

ど
が
鳴
き
は
じ
め
ま
し
た
。
な
わ
し
ろ

準
備
の
田
の
上
を
ツ
バ
メ
が
飛
ぴ
、
ウ

グ
イ
ス
が
転
鳴
の
初
練
習
を
は
じ
め
た

の
は
四
月
の
初
旬
で
す
。
や
が
て
冬
鳥

が
旅
立
ち
、
い
ろ
い
ろ
の
夏
鳥
が
飛
来

し
て
、
春
の
曲
を
か
な
で
な

が
ら
営
巣
す
る
日
も
ま
近
い

こ
と
で
し
よ
う
。

　
野
鳥
は
木
の
芽
や
作
物
を

あ
る
の
で
す
．
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ル
ジ
ヨ

ア
に
な
る
た
め
の
準
備
？
と
い
う
わ
け

で
し
よ
う
か
ね
。
ほ
ん
の
少
し
で
す
が

金
を
同
封
し
ま
し
た
。
　
　
　
後
略

動
箒
の
果
実
た
わ
わ

　
　
　
　
　
　
丸
山
静
男

　
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
渡
伯

し
て
か
ら
四
年
に
近
い
歳
月
が
な
が
れ

ま
し
た
。
わ
た
じ
た
ち
も
み
ん
な
元
気

で
、
希
望
に
も
え
て
働
い
て
お
り
ま
す

　
優
子
と
修
二
は
、
四
キ
ロ
の
道
を
毎

日
ブ
ラ
ジ
ル
学
校
に
通
学
し
て
い
ま
す

日
本
と
違
っ
て
設
備
も
悪
く
、
周
囲
も

教
育
に
無
関
心
で
困
り
ま
す
。
都
市
と

い
な
か
で
は
う
ん
と
差
が
あ
り
ま
す
。

四
年
制
で
す
が
、
進
級
試
験
（
修
二
は

一
番
で
し
た
）
に
パ
ス
し
な
け
れ
ば
何

年
た
っ
て
も
卒
業
で
き
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
卒
業
す
る
子
ど
も
は
少
な
い
よ
う

で
す
。
少
し
く
ら
い
独
立
が
お
く
れ
て

も
、
金
が
か
か
っ
て
も
、
都
会
の
学
校

に
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
じ
は
い
ま
、
一
万
二
＋
本
の
カ

フ
ェ
ー
（
コ
ー
ヒ
ー
の
木
）
を
請
け
持

っ
て
い
ま
す
。
木
を
見
た
だ
け
で
、
　
「

こ
と
し
は
何
俵
と
れ
る
か
」
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
成
功

し
な
い
そ
う
で
す
。
去
年
は
失
敗
し
ま

し
た
が
、
こ
と
し
こ
そ
は
収
益
を
あ
げ

る
っ
も
り
で
す
。
少
し
ぐ
ら
い
の
送
金

は
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
た
ち
の
植
え
た
パ
イ
ナ
ツ
プ

ル
や
バ
ナ
ナ
も
、
も
ろ
ふ
ん
だ
ん
に
食

べ
ら
れ
る
よ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。
家
の

す
ぐ
そ
ば
に
渋
海
川
ぐ
ら
い
の
川
が
あ

り
、
子
ど
も
の
釣
っ
て
来
た
魚
が
夕
飯

の
オ
カ
ズ
に
な
り
ま
す
。
近
く
に
繁
茂

す
る
野
生
の
ミ
カ
ン
の
木
が
、
ヤ
カ
ン
・

の
よ
う
に
大
き
な
実
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
に
炭
酸
と
砂
糖
を
ま
ぜ
て
飲

む
と
、
サ
イ
ダ
ー
よ
り
も
よ
い
味
で
す

　
い
つ
も
家
族
に
言
っ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
日
本
の
炭
鉱
で
働
く
よ
り
も
、

根
深
で
古
い
家
柄
を
受
け
継
い
で
ゆ
く

お
前
（
忠
司
さ
ん
の
こ
と
）
よ
り
も
、

ど
れ
ほ
ど
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
お
元
気
で
：
：
。

　
　
　
。
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
丸
山
さ
ん
は
根
深
の
円
家
に
生
ま
れ

た
人
。
開
拓
団
で
渡
満
し
、
戦
後
引
き

揚
げ
て
か
ら
常
盤
炭
鉱
で
働
い
た
。
三

十
一
年
六
月
に
一
家
六
人
で
渡
伯
、
現

在
は
パ
ラ
ナ
バ
イ
州
レ
ア
ー
ル
耕
地
（

リ
オ
デ
ジ
ヤ
ネ
イ
ロ
市
の
近
辺
）
の
、

日
本
人
経
営
農
場
に
働
い
て
い
る
。
実

家
は
弟
の
忠
司
さ
ん
が
継
承
し
た
。

幽
町
の
掲
示
板
幽

季
節
保
育
所
を
開
設

町
内
十
一
カ
所
で
開
設
す
る
。
本
月

き
§
§
§
§
§
§
§
§
§
彗
§
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
の
所
が
多
い
。
入

を
受
け
な
が
ら
、
種
族
保
存
の
た
め
に

努
力
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
野
鳥
の
せ
い
息
数
や
渡
り
鳥
の
数
が

年
々
減
少
し
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
鳥
類
学
者
は
、
減
少
の
事
由

と
し
て
①
国
土
の
開
発
で
人
が
奥
地
ま

で
入
り
こ
み
、
さ
ら
に
進
ん
で
工
場
地

　愛
　鳥
　週
　間
高
　に
橋思
　う友

食
い
荒
ら
し
、
害
鳥
も
多
い
と
い
う
人

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
鳥
類
学
者
が

そ
の
食
性
を
調
査
研
究
し
た
結
果
に
よ

り
ま
す
と
、
小
鳥
で
さ
え
一
日
四
キ
ロ

平
方
以
上
も
活
動
し
、
驚
く
ほ
ど
の
害

虫
類
を
採
食
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
自
然
の
脅
威
や
対
人
的
な
制
約

帯
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
②

古
代
か
ら
の
原
始
林
が
伐
採
さ
れ
て
、

せ
い
息
地
が
縮
少
さ
れ
て
き
た
こ
と
。

③原

野
や
沼
・
沢
が
開
拓
さ
れ
、
せ
い

息
地
と
昆
虫
類
の
発
生
源
を
失
い
つ
つ

あ
る
こ
と
。
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
心
な
い
人
た
ち
の
捕
獲

も
か
な
り
の
数
に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。

野
鳥
は
、
大
自
然
の
山
林
原
野
へ
自
由

・
に
放
っ
て
こ
そ
生
き
が
い
も
あ
り
、
人

類
と
共
存
す
る
豊
か
な
環
境
が
作
ら
れ

　
る
わ
け
で
す
。
営
巣
・
産
卵
・
育
す
う

が
は
じ
ま
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
小

　
鳥
た
ち
の
大
事
業
を
助
け
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
巣
箱
を
設
置
し
た
の
し
て
や

　
　
　
　
　
っ
て
く
だ
さ
い
。
国
で
も
愛

　
　
　
　
　
鳥
週
間
（
五
月
十
日
か
ら
十

義
六
日
ま
で
）
を
設
け
た
ゆ
し

　
て
保
護
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

　
の
効
果
は
ま
だ
ま
だ
の
よ
ろ
で
す
。

　
　
小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
も
、
小
鳥
の

　
巣
や
卵
や
ヒ
ナ
な
ど
を
お
も
し
ろ
半
分

　
に
捕
ら
な
い
で
、
こ
れ
か
ら
も
一
そ
ろ

　
野
鳥
を
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
，
（
筆
者
は
教
育
係
長
・
野
鳥
研
究
家
）

所
は
就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
で
約
五
百

人
、
オ
ヤ
ツ
も
あ
げ
る
か
ら
ど
う
ぞ
。

青
年
婦
人
会
長
き
ま
る

　
川
西
町
胃
年
団
連
絡
協
議
会
長
は
田

中
義
勝
（
下
原
）
君
。
婦
人
会
連
絡
協

議
会
長
は
田
中
直
江
（
下
原
）
さ
ん
。

戦
没
者
の
慰
霊
祭

　
上
野
地
区
の
慰
霊
祭
は
五
月
十
六
日

長
安
寺
で
行
な
ろ
。
千
手
と
橘
は
九
月

の
予
定
。
仙
田
は
八
日
に
終
わ
っ
た
。

伐
木
を
し
た
人
に

　
木
を
切
っ
た
人
は
、
役
場
に
木
材
引

取
税
の
申
告
を
し
て
ほ
し
い
。
申
告
書

用
紙
は
税
務
係
に
あ
る
。
怠
る
と
罰
金

ラ
ジ
オ
農
業
学
校

◎
一
六
日
　
P
C
P
の
使
い
か
た
。
中

ヒ
ナ
の
育
て
か
た
，
◎
二
五
日
　
保
存

食
の
作
り
か
た
。
◎
六
月
六
日
さ
つ

．
ま
い
も
作
り
。
稲
生
育
調
査
の
し
か
た

　、

◎
わ
に
－
μ

儲
壇
　
＼
、
－
ー

　
　
　
　
金
粕
樹
轡
，

　
　
　
　
　
　
元
町
　
鉄
平

○
明
る
さ
の
ま
だ
あ
る
空
や
春
の
星

○
嫁
通
る
道
を
は
な
れ
て
畦
を
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
凡
石

○
漬
物
に
は
や
酢
味
の
き
て
夏
近
し

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
文
子

○
水
温
む
い
ま
だ
に
濯
ぎ
ゆ
る
さ
れ
ず

　
　
　
　
　
　
小
日
倉
　
玉
章

　
新
し
き
庫
裡
に
燕
の
そ
だ
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
緑
風

　
ぬ
か
焼
の
煙
り
と
け
こ
む
春
が
す
み

　
　
　
　
　
　
下
原
　
仁
子

　
桜
散
り
果
て
て
静
け
き
旧
家
な
る

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
洋
石

　
木
の
芽
摘
む
髪
に
降
る
陽
の
に
お
い

　
け
り

　
　
　
　
☆
　
☆
　
☆

◎
「
顔
ぶ
れ
が
固
定
し
て
悲
し
い
」
と

柏
樹
先
生
が
申
し
ま
し
た
．
ふ
る
っ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
○
印
の
旬
に
は

賞
品
を
お
上
げ
し
て
い
ま
す
。

◎
前
号
既
報
の
農
業
機
関
紙
は
、
　
「
農

業
か
わ
に
し
」
と
し
て
発
行
（
六
月
一

　
　
　
　
日
か
ら
一
カ
月
お
き
）
す
る

記後

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
農
政
情
報
や
農
業
技
術
・

生
活
改
善
な
ど
を
と
り
あ
げ

て
全
農
家
に
配
布
い
た
し
ま

す
。
本
紙
の
よ
う
に
か
わ
い

が
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
さ
く
ら
が
咲
き
、
散
っ
て
い
き
ま
し

た
。
青
葉
が
目
に
し
み
ま
す
。
さ
わ
や

・
か
な
五
月
の
風
・
：
も
く
れ
ん
の
花
が

　
に
お
い
ま
し
た
。

　
　
瓶
に
さ
す
藤
の
花
房
み
じ
か
け
れ
ぱ

　
　
た
た
み
の
上
に
と
ど
か
ざ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
規
）




